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○主要県道をまたいでおり、通行量も多い。
○地域の生活道路となっている。

（海岸管理者）
周辺の防潮堤整備も完了しており、当該陸閘のみ
開口部となることから、防災上、早期の閉鎖が必要。

（地域住民、道路通行者（トラック）等）
避難経路を分断することになり、また、付近の迂
回路は小型車のみ通行可能で、早期閉鎖に慎重な
意見もある。

○施設閉鎖のタイミングの検討及びその周知。
○施設閉鎖時の連絡体制の構築。
○当該県道を通行する車両をどの場所で通行止め
にするか、また、閉鎖情報と迂回路を知らせる手
段の検討。

※想定される関係者
⇒市町村、町内会、警察、消防、道路管理者等

当該陸閘の現場条件

運用上の課題（対立意見）

今後の調整事項

調整の場の設置が必要な例（陸閘の閉鎖により主要道路が分断される） 参考資料５


